
地域課題

実証事業の内容

今後の展開

事業実施地域・手順

事業スケジュール

事業実施主体

【共創プラットフォーム】
高原町シェアリングエコノミー＆デジタルを活用した送迎の
イノベーション構想事業

【実施主体】たかはるトランスポーテーションコンソーシアム
【共創パートナー】高原町

株式会社宮崎放送
奥霧島地域商社ツナガルたかはる株式会社

高原町シェアリングエコノミー＆デジタルを活用した送迎のイノベーション構想事業（宮崎県高原町）

• 町民のほとんどは自動車やバイクを利用している。
• 高原町における高齢者の割合は年齢別人口の約42％と高く、今
後も更なる高齢化の進行や免許返納者の増加により、自動車で
自由に外出できない高齢者が増えることが予想されることから
、公共交通の維持や新たな送迎システムの構築が必要である。

• 既存の公共交通路線から離れた地域または交通空白地に居住し
ている町民からは、「停留所以外でも自由に乗降したい」「ど
こでも乗れて・どこにでも降りられる予約型運行バス（タクシ
ー）」の導入を希望する意見が多い。

• 活動先進地より講師を招聘したセミナーや実地研修などを通じ
て知識やノウハウを獲得。

• 県内大学生によるフィールドワークの実施・研究発表。

公共交通の維持や新たな送迎システムの構築等高原町に根差し
た社会課題の解決に繋がるような新たな事業を創出するために議
論を繰り返していく予定である。
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